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参加┠ⓗ㸸 
 低ḟ元反強☢性体 Ca2Cu(OH)4[B(OH)4]2の ESR及び NMR 定についてポスタ
ーⓎ⾲を⾜い、ESR スペクトルの低 、㧗周Ἴでの␗常について㆟ㄽし、㉳※
ゎ明の⣒口をつかむため。また、≀⌮分㔝だけではなく他分㔝の実㦂技⾡を学

び、◊✲のど㔝を広げるためである。 

会㆟の≧ἣ㸸 
 ☢Ẽ共㬆のᵝ々な分㔝の◊✲⪅が多く㞟まり、口㢌Ⓨ⾲とポスターⓎ⾲が⾜

われた。初のᾏ外での国㝿会㆟であったが、口㢌Ⓨ⾲のどのセッションでも㉁

問が多く、άⓎに㆟ㄽが⾜われていると感じた。☢性分㔝のⓎ⾲⪅は少なかっ

たが、ZULF NMRや DEERなど、他分㔝のⓎ⾲を⪺くことができ、他分㔝の 
定手ἲや 定⨨につい学ぶことができた。 
成果ᴫせ㸸 

 ⚾のポスターⓎ⾲は⾲㢟の化合≀の ESRスペクトルが 90 GHz 以上の㧗周Ἴ
㡿域において、☢化⋡の極大(~3 K)よりも㧗い 度(20 K)で」数のピークに分
するが、この␗常について NMRを⏝いてこの␗常の㉳※をㄪべるというもので
ある。Ⓨ⾲では参加⪅と 1H-NMRの⦆和時㛫について㆟ㄽすることができ、ESR
スペクトルの␗常と┤接㛵係があるかどうかは不明であるが、強┦㛵⣔に㏆い

振る⯙いであることが分かった。さらに、ESR スペクトルの␗常の㉳※ゎ明に
向けて必せな NMR実㦂についても㆟ㄽすることができた。また、クイーンズラ
ンド大学 Jeffrey Harmer准教授の◊✲室をぢ学するᶵ会をいただき、⚾の所属す
る◊✲室でも⨨㛤Ⓨが⾜われている ENDOR  定⨨について▱ぢを῝める
ことができた。最後に、国㝿学会参加への支援をいただきました団㈈念グ川

の㛵係⪅のⓙᵝにこの場を借りてお♩⏦し上げます。 

 


